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嫁
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政
治

現
象

の
本

質

:

海
運

の
掲
出

よ
り
生
ず

る
弊
害

・

世
界

経
済

の
意

義

・
・

鎌
倉
時
代

の
土
地
制
度

・

時

弧
珊

爲
替

の
大
攣

調
と
対
策

・

説

苑

■
油
墨
博
士

■
法

畢

十

■
法

學

士

・
渋

墨

士
.

.
文
學
博
士

三 作 小 恒 紳

浦 田 魯 藤 戸
ド じ

周 荘 太 正

行 一 郎 恭 雄

・
法
學
博
士

神

戸

正

雄

名
目
派

の
貨
幣
論

と
貨
幣

の
本
質

:

経
済
學
士

中

西

仁

三

一
子
相
続

制
度

に
就

い
て

:

:

・
純
濟
學
圭

入

木

芳

之

助

㎝雑

録

マ
ル
ク

ス
読

に
於
け

る
資
本

の
起

源

・
法
理
博
士

河

上

肇

東

西
金
利
市

場

の
相
違

に
就

て

・

・
纒
濟
學
士

谷

口

吉

彦

四
、}

堵
几嘔
薩

匡

、旨

旨

幽
.
.



経

済

論

叢

第
十
八
.省

第
二
號

(通
懸
第
百
四
朧
)

「

大
正
十
三
年
二
月
独
行

論

叢

地

租
'

の

輻

嫁

戸

正

雄

緒
言
(本
研
究
の
目
的
)

ラ

ラ

第

「
段

地
組
不
軌
嫁
の
場
合

〔
↑
税
法

の
期
待
に
瞥
…際
不
輌
嫁
の
場
合
凶
自
給
郷
濟
一の
下
に
於
て
働

糞
桶
郷
濟

の
下
に
於
て
の
韓

嫁
の
意
思
及
努

(

ラ

ラ

ラ

カ
な
生
ぜ
澱
場
合
帖

行
動
の
自
由
な
拘
束

さ
ろ
㌔
場

合
は

}
部

失
敗
の
場
令

に
軸

嫁
條
件

の
不
備

の
場
A
口
)

く

く

ノ

ラ

第

二
段

地
租
榑

縁
の
場
合
(
↑
他

の
人
格
者
に
幅
嫁
さ
ろ

嵐
場
合
偉
土
地
産
物
の
消
費
者

に
構
嫁
す
ろ
場
合
均
小
作
人
借
地
人
借
屋
人
に
鰯
嫁
す

く

ラ

ラ

る
場
ム・巴

股
貨
物
の
消
費
者
極

嫁
す
ろ
場
合
ω

履

馨
業
者
特
に
奢
侈
的
勤
務
及
物
品
の
管
業
者
に
鱗
嫁
す
る
場
合
玲
弊
働
者
構

嫁
す
ろ

て

ラ

ラ

場
合
に
非
人
響

に
肇

る
島

禽

縫

の
場
合
レ
土
地
所
有
者
に
ゐ

他
の
小
突

鍵

導

に
て
留

實
上
の
繊

の
場
合
留

露

却

物
上

負
櫓
叉
一1
租
税
不
利
の
逆
運
元
の
場
合
)

結
論

(全

文
の
要
旨
V

緒

論

叢

地
租
の
斡
嫁

肖

第
十
入
省

(第
二
號

こ

三
九
五

」



軋

..

.

論

叢

地
租
の
輻
嫁

第
†
八
巻

(第
二
號

.

二
)

三
九
六

財

政
が
国
家
及
国
民
生

活

の
支
持
者

で
あ
b
、
そ

し

て
租
税

が
現
代

財
政

の
大
礎

石

ξ
せ
ら

る

、
に
於
て
、
租

税

は
我
等

の
国
家
及

国
民

生
活

の
鴛
め

の
重
要
成

分

で
な
け

晒
ば
な
ら

撮
。
而

か
も
其

租
税
は

国
民
的

道
義

の
表

現

で
あ

b

、
人

々
が
此

疸
義
的
自
箆
、に
於
て

之
を
納

め
ヌ
旙

ふ

べ
き
も

の
で
あ
り
、
此

が
制
定

に
は
道
義
的

叉
は

公

正
原

則
に
重
き

を
揖

か
る

、
所

で
あ

る
ざ

い
ふ
に

於
て
、
「租

税
は
吾

人
の
生
活

に
於

て
重
大

使
命
を
持

つ
も
の

で
な
け

れ
ば
な
ら

滋
。
然

ら
ば
實
際

の
租
・枇

が
果

し

て
克

く
此
本

原
の
使
命
を
果

た
し

つ

一、
あ
る

か
ε

い
ふ
ご
、

實

の
庭

、
此

が
却

々
甘

く
往

か
す

し
て
、
理

想

に
反

し
期

待

に
背

く

こ
蓬
が
少

う
な

い
。
北

枕
が
先

づ
既

に
租
税

立
法
上

、
不

公
正

に
仕
組
ま

る

、
こ
ε
の
傾

き
を
も

っ
こ
・こ
、
並

に
其
行

政

上
納
枕

上
に
逋
脱
な
律

ひ
、
此

に
も

不
公

正
を
見

る

こ
ピ
は
嘗

て
も
誘

い
π
所

だ
が
、
街

其
上

に
も
経

濟
市

場

に
於
け

る
力
の
關
係

か
ら

(註
一)
所
謂

轄
嫁

が
行
は

れ
て
、
櫓

ふ

べ
く
期
待

さ
れ
た
入
が
之

を
搬

は
な

い
で
、
思
ひ
が
け
な

ぎ
人

の
櫓

ふ
こ
だ

、
も
怠

っ

て
不
公

正
を
齎

ら
す

ご
嬉

に
な

る
罰
入

間
界

の
事
物

に
完

全
な
る
も
の
無
し

ε

い
ふ
大
な
奥

理

の

]
適

用

冠
し
て

諦

め
て
し
ま

へ
ば
簡

箪
だ
が
、
出

來
得

る
だ
け
の
完

全
を
計

る

べ
き
使
命

を
も

っ
た
政
治

ξ
し
て
は

之
を
.不
問

に

附

せ
す

、
艮
一
真
内

容
を

詮
議

し

、
.之
を
矯

正
す

べ
き
出

水

る
だ
け

の
慮

置
を
探
ら

な
く

て
は

な
ら

源
〔註
一=
。
是

れ
藪

に
上
記
の
諸

元
索

甲
、
特

に
未

だ
私

が
是
迄

、
多

く
を
解
説

し
な

か

っ
π
轄
嫁

を
捉

へ
來

っ
て
論
議

せ
ん
ε

す

る
厨

以
.で
め
り
、

そ
し
て
其

に

つ
い
て
も

一
般
共

通

の
理
義

に
入

る
前

に

一
慮
、

重
な

る
若
干
税

に

つ
い
て
の

説

明
を

爲
す

の
が
、
む

し
ろ
問
題

を
了
解
す

る

に
便

宜

ε
考

へ
て
、
特
殊
視

に
於
翌

る
之

が
解

説
を
試

む
"Q
。

其
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'

各

箇

の

挽

の

中

に

就

い

て

は

又

、

夙

に

韓

嫁

せ

す

ε

の
見

解

も

め

り

(註

三
V
、
且

つ
多

様

な

る

表

現

を

嬬

す

可

能

む

あ

っ

て

最

興

味

深

き

地

租

を

先

づ

選

ん

で

解

説

し

て

見

や

う

ε

思

ふ

。

(註

こ

諸
多
の
學
者
は
之
な
説
明
す

う
に
力
の
問
題
こ

い
ふ
・
、
芝
為
以
て
し
て
居
ろ
。
例
之
、

コ
ン
ラ
ー
ド
も
、
樽
嫁
に

一
の
力

の
間
厨

だ
ζ
篤

し
、
エ
ー

ベ
ル
ビ
』

、
軸
嫁
問
題
11
第

一
位

F
力

の
問
題
で
、
各
人
は
他
人
に
税
な
移
て
べ
き
可
能
な
も

つ
ミ
き
に
之

起
爲

さ
ん

ご
す
う
も
の
だ

寸、
い
ひ
、
テ
ア

戸
ル
レ
に
、
租
税
義
務
者
か
ら
他
人

へ
の
租
税
傳
塚
が
行
一1

ろ
浅
か
否

か
11
、
根
本

的
に
は
国
家
的
力

の
問
願
で
ば
な
く

て
、
経

済
上
の
力

の
問
題
だ
ミ
い
ひ
・
ダ
ル
ト

ン
に
・
二
の
團
塊

(人
の
)
が
・
彼
等
自
身
の
掛
矢

な
最
小
な
ら
し
め

や
う

こ
し
て
・
其
目
的

た
實
行
ず
る

其
鋳

的
の
能
力
が
彙

義

定
著

い
㌔

(註
二
)

コ
ン
ラ
ー
ド
に
乙
に

つ
き

、・
租
税
政
策
ば

】
定

の
場
合

に
計
盆

さ
れ
た

ろ
婚
嫁
な
出
来
う
だ
け
減
少
ず
ろ
の
任
務
な
も

つ
ミ
注
意

し
て
居

.

編

垂

三

一

ワ
ル
カ

ー

、
晴

着
政

治

家

課

、
地
租

の、
不
韓

嫁

祉
説

く

こ

ミ
拭
嘗

て

も

示
す
所

の
如
く

で

あ

る
が

・

ベ
ラ

フ

詣

デ

ス
ば

・
液
益

税

に
て

ーエ
韓

嫁

の
機
會

少

し

ご
爲
し

、

ニ
ッ
チ

は

、
地

租
な

課

ぜ
ら

る

」
地
主

が
英

資

櫓

な
小
作

人
叉

ば
消

費
者

に
移
す

・
享
」
は
頗

る
難

い
。
之

な
移

し

の

得

ろ
に
…早
に
特

別

の
胤
物
合

の

み
だ

ぐ」
い
ふ
て
居

る
。

第

一
段

地

租

不

轄

嫁

の
場

合

ラ一
税
法
の
期
待
一
1
地
租
に
も
種

々
の
形
が
め
り
、
随

ふ
て
其
韓
嫁
關
係
も

】
様
で
は
な

い
が
、
併
し
兎
も
角
、

(普
通
の
地
租
は
各
地
片
に
就
き
、
其
牧
盆
を
見

て
、
其
所
有
者

か
ら
徴
牧
す

る
こ
ご
を
特
色
ご
駕
す
。
特
に
近
代

の
租
税
髄
系
で
は
、
家
屋
税
や
管
業
視
な
ご
ε
相
並

ん
で

一
の
牧
益
税
こ
し
て
所
得
税
を
補
完
す

る
も
の
ご
せ
ら

論

叢

地
租
の
輔
嫁

第
十
八
巻

(第
二
號

三
)

三
九
七
.

2)

3)
4,
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■

論

叢

地
租
の
輻
嫁

.

第
十
入
谷

(第
二
號

四
)

三
九
入

る

、
。
然

る
`
き

は
此

が
聴
嫁

せ
ら

れ
す

し
て
、
む

し

ろ
其
義

務
者

た
b
又
普
通

其
納

税
者
π

る
土
地
所

有
者

に

て
百
接
負
措

せ
ら

る

、
の
が
法
律

の
期
待

で
あ

ら
〔註
四
)
、
即
ち

土
地
所

有
者

が
之
を
其
土
地

か
ら

生
す

る
有
無
形

の
牧
盆

に
て
捲

ふ
に
於

て
、
始

め
て
良

く
其

租
税
艦

系
中

の
地

位

に
相
懸

し
た

る
使
命
を
果
た
す

ご
認

む

べ
き
で

め

る
。
併

し
實
際

に
は
負

塘
の
轄
嫁
が
行
は

れ
て
居

b
、
納

税
義
務
者

か
ら
他

の
人

に
負

癖
を
移
す

こ
ε
が
あ
b

得

る
。
交
通

経
済

の
特
世

で
は
.
他

人
に
封
ず

る
關

係

か
ら

、
自
己
の
他
人

に
封
ず

る
相

対
的
勢
力

の
優
越

を
利

用

し
て
、
自

己

の
捲

ひ
た

る
も

の
を
他

人

に
移
す

を
得

、

叉
・質

行
ず

る
所

で
め
り

、
地
租

ε
雌

も
、
此

数
に
漏

れ

す

、
土

地
所
有
者

か
ら

之
を
他

人

に
移

し
叉
は
少
く

ざ
も
其

の
自
ら
負

婚
せ
ざ

る
こ
ε

、
な
る
所

で
あ
.る
.
.

(註
四
)

シ
ェ
フ
r

は
・
之
に
つ
き
、
租
税
龍
力
は
甚

牧
益
税
∀の
不
韓
嫁
か
短
例
前
提
す
る
が
、
併
し
此
前
提
は
往
・
に
し
て
當
ら
槍
.、
い
ふ

て
居

・
嘲

脚

う

み

二
實
際
不
轄
嫁
の
場
合
一

工

瑚
自
給
経
済
の
下
に
於

て
1

斯
一
て
地
租
綾

令
全
然
で
な
く
ε
も
、
多
少
は
轄
嫁
を
免
れ
す
砂
毛

土
地

.
註

一

。
.

㎝

所
有
者

自
ら

の
負
捲

ε
な
ら

譲
こ
ε
あ
る
所

で
あ

る

が
、
其

の
全
く
轄

嫁

の
行
は
れ

ぬ
こ
ご
が
な

い
ざ
は

い

へ
な

ゆβ

い
。
其

明
確
な
場
合
は
変
通
経
済
が
行
は
れ
す
し
て
自
給
自
足
経
済
の
行
は
る

、
場
合
の
地
租

で
あ
る
(註
選
。
此

翫

場
合
て
鉱

誼

薪

薯

を
刺
戟
し
て
勤
無

力
鶏

さ
し
・
・
蓋

・
土
鍵

磐

鑑

…

此
嘉

・

漁

陀
る
牧
盆
に
て
能
亀

租
を
覆

し
め
・
堕

て
廣
義

の
韓
嫁
の

種

た
る
排
轄
の
行
は
る
ご
い
ひ
得

べ
き
こ
巴

の

O



は

め
る
が
、
其
他

の
普
通

の
轄

嫁
即
ち
或
他

の
箇

人

、
人
格
者

へ
の
負

擢

の
轄

嫁

ご

い
ふ

こ
ご
は
起
ら

ぬ
。
此
場

合

の
地
租

は
凡

べ
て
所
有
者
自

ら
が
擢

ふ
外

は
な
い

。
併

し
斯

か
る
自

給
経
済

は
今

日

に
て
は
む

し
ろ
例
外

で
、

共
行

は

る

、
範

園
は
極

め
て
狭

い
。
又
地

租

に
て
は
轄

嫁
が
希

望
す

べ
き
で
な

く
、
自

給
純
濟

で
は
輔
嫁

が
起

ら

漁

か
ら

ε

い
ふ
て
、

一
般
輕
濟
を

自
給
経
済

の
者

に
逆

轄

せ
し
軌

ガ、
き
も
.の
で
も
な

い
。
兎

に
角

不
纏

嫁

の
此

場
合

は
今
日

で
は
例
外

で
あ

る
。
併

し
今
日

ε
て
全

く
な

し

ご

い
ふ
の
で
は

な
一
、
農
業

に
て
は
自
給
自
足

が
可

な
り
趨

め

る
。
其

だ
け

に
て
は
術
ほ

之
を
見

る
。
又
庇

に
自

給
自

足

ξ
い
ふ
の
は

、
自

己
所
有

の
土
地

に
就

き
、
自

己

に

必
要

な
物
を
生
産

し
消
費

す

ε

い
ふ
の
で
あ
り
、
他

人

の
土
地

を
借
…り
此

に

て
自

己

の
必
要

ε
す

る
物

を
自
ら
作

り
自
ら

給
す

る
ε
い
ふ
の
は
、
完
全
な
自
給

縄
濟

で

な
一

、
此

で
は
億
人

の
土
地

を
借

入

れ
、
此

他
人

に
向

っ
て

借
料
を
彿
ふ
だ
け
に
て
竺

部
交
通
経
済
が
行
は
れ
て
居
る
。
其
他
入

あ

交
渉
を
も

つ
だ
け
に
て
轄
嫁

の
可
能

ゆ

が
生
す

る
も
の
寛

な
け
れ
ば
な
畠

・

-

恩

・彗

・
　

ア
　

轟

が
茎

需
難

　

生
腐

且
つ
国
家
及
地
方
團
難

茄
書

然
物
及
霧

を

た
所
の
純
自
然
纒

鮒

濟
の
時
代
・
に
、
租
税
軸
嫁
の
電
.通
の
も
・
は
殆
ん
ぜ・可
磐

…

ふ
憂

の

恥

ラ

ゴ

世

父
纏

濟
の
飛

於
て
,⊥

。
纏

濟

で
。
。
ば
地
租

に
隷

の
行
は
る

、
・
・
は
あ
る
・
、
其

・
で
も
其

曲

行

は

る

、
の
に
は

、

い
之

を
行

ふ

べ
き
者

に
英
貨
擢

に

つ

い
て
経
済
上

の
打
撃

を
感
じ
、

之
を
他

人

に
移

さ
ん
蓬

恥

(

し
ヌ
は
少
く

嬉
も
自

ら
負

婚

せ
ざ
ら

ん
が
矯

め
の
或
努

力
を
件

ふ
を

要

し
、
其

の
現

は
れ
ざ

る
庭

で
は

叉
は

現
は

句

論

叢

地
租
の
噂
嫁

第
十
八
巻

(第
二
號

五
)

三
九
九

1



論

叢

地
租
の
櫨
嫁

第
十
八
巻

〔第
二
號

六
)

四
〇
Q

れ
ざ

る
だ
け
で
は
韓
嫁

も
亦
行

は
れ
な

い
。
例
之

、
税

だ
け
地

代
や
農
産
物

償
格
を
引

上
げ
得

る
に
拘
ら
す

、
之

に
氣
付

か
ず

、
假
令
氣
付

一
も
之
を
寫
す
だ

け
の
努

力

を

爲
さ
ず

`

い
ふ
こ
`
も
め
る
。
或

は
之
を

爲
さ

ん
ε
し

て
も
失
敗
す

べ
き
を
豫
想

し
て
敢

て
試

み
沁

ε
い
ふ

こ
ε
も
あ

る
。

偽
輔
嫁

は
又
纏

濟
上

の
理
性

を
持

つ
者

が
、

理
性

の
命
ず

る
儘

に
自
由

に
他
人

ε
交
渉

す

る
に
於

て
行

は
.れ

、
之

に

つ
き
何
等

か
の
拘

束
を
受
け

て
居

る
場

合

の
如

き
に
は
行
は

れ
な

い
。
例

之
、
地

代
を
慣

例
叉

は
法
令

に
從

ひ
叉
は
契

約

に
從
ふ
て

一
定

又
は
不
定

の

、永
い

問
・
醤
來

の
罐

維
持

し
、撃

課

ぜ
ら

れ
て
も
其

だ
け

地

代
を
引

上
げ

る
二
審

せ
雪

い
ふ

こ
ε
が
あ

る
(註
六
)。

或

は
相
手

ε
の
特

別
關
係

の
如

き
を
尊

重
し

て
税
だ

け
地

代
を

上
げ
る

こ
ε
を
遠
慮
す

る

ε

い
ふ
こ
ビ
も
あ

る
。

剛
域

は
税

に

つ
き
打
撃

を
感

じ

、
別
段

之
を
絶
入

に
移
す

に

つ
き
て
の
自

由
を
拘
象
す

る
も

の
も
な

一
し
て
、
敢

くて
、糠

を
試
み
を

し
て
・

疲

に
髭

が
成
功
し
荘

拘
ら
す
噛
特
定
の
當
薯

の
特
に
拙
劣
な
る
仕
夏

は

特

に
不
利
な

る
事
情

の
爲

め
に

之
に
於

て
失
敗
す

る

こ
ご
も
あ

る
(註
七
)。
に
更
ら

に
後

に

い
ふ
が
如

き
轄
嫁

に
有

ぐ

利
な

る
何
等

の
條
件

も
備

は
ら

膿
場
合

に
は
、
全
く

不
韓

嫁
ε

い
ふ
こ
ε
も
あ

る
の
は
勿
論

で
あ

る
。
何

れ
に
せ

よ
地

租

に
て
不
轄
嫁

の
場
合

が
め

る
。
間

接
椀

の
如

一
、
初

め
よ
り
納
視
義

務
者

に
韓
嫁

を
期
待

し
努

力

せ

し
む

る
ご
は

異
り
、
直
接
視

た

る
地

租

で
は
、
轄
嫁

に
特

に
有

利
な

る
事
情

が
な

一
、
或

は
韓

嫁
を
拘
束
す

る
も

の
が

あ
り
・
或
は
之
を
利
用
す

る
の
意
思
蒋

動
ご
を
件
隠

里

は
、
堕
誓

依

っ
て
、
納
税
義
務
薫

る
土
地
所

有
者

の
蔵
接
負

捲

ご
な

る
〔註
八
)。
地
租

に
於
け

む
禾

穂
嫁

は
可
な

り
多

く
起

る
も

の
ε

い
ふ
て
良

い
。

,

■



亀

'

.

(註

六

)
・フ
レ
ば

、
其
所

得

の
確
定

し
た
相

槍
義
務

者

ば
税

為
他

人

に
鵜

嫁

ず

る
こ

こ
全

く

不

可
能
で

あ
り

、

此
事

は
契

約

餌
間

中

、
小

作

F
附

し

皿

匡
賃
貸

し

た

ろ
物
艦

の
所
有

に
も

當

る

ミ

い
ひ
、

ベ
ラ

フ

エ
ル

デ
ス
も

、
契
約

に
よ
り

て

多
少

長

い
畔

の
間

"
其

所
得

の
確
定

す

ろ
者

、
土
地

の

.

小
作

よ

り

の
所

得

、
家

屋

の
賃

貸

・・「
…

等

』

輔

嫁
ず

ろ
能

に
チ

ご

い
ふ
。
η

(註

七
)
ホ

ッ

ク
は

、
或

生

産
者

が
其

不
利

な

ろ
地
位

、

不
完
全

な

る
機
械

、
高

き
資

本

、
み

的
拙

劣
筈

の
爲

め

に
其
暁

璽

者
よ

り
し

高

き
生

塵
費

に

垂

産
し
反

髪

く
罫

三

雲

旨

総

嫁
が
部
分
的
に
4-
牛

王

ふ
三
号
注
琴

脇

釜

八
)
・
ン
ラ
ー

ド
一-

、
堕

勢

の
法

則

.ト
よ

っ
て
員
措

は
先

つ
此

が
最

初

に
課

ぜ
ら

れ
た

ろ
慮

ト
止
ま

ろ
ミ

い
ひ
、

ダ
ル

ト

ン
も
、

各

の
税

は
暫

ら

の

く

は
其

.課

ぜ
ら

れ

れ

る
庭

ト
執

着

す
る

こ

ご
に
傾

く

`
い

ふ
。
.

-

第
二
段

地
租
輔
…嫁
の
場
合

地
租
は
法
律
ご
し
て
も
不
轄
嫁
を
期
待
し
、
事
實
ε
し
て
も
今
日
の
縄
濟
赴
曾
に
て
可
な
り
不
轄
嫁

に
て
撰
は

る

こ
.↑
ざ
あ
る
は
上
に
い
ふ
如

く
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
輻
嫁
せ
ら
れ
、
叉
は
少
く
こ
も
義
務
者

に
て
櫓
は
れ
ぎ

る
こ
ご
な
る
場
合
は
少
く
な
い
。

ラ一
価
の
人
格
者
に
韓
嫁
さ
る
、
場
合

(
ラ

ノ

層
.
偉
土
地
産
物

の
消
費
者
に
輔
嫁
す
る
場

合

∴
兀
來
、
土
地
産
物

の
償
格
は
純
理
論
か
ら

い
へ
ば
耕
作
限
界
地

即
ち
無
地
代
地

に
於
け
る
土
地
産
物
の
生
産
費
ご

一
致
し
、
無
地
代
地

ご
は
土
地
固
有
の
牧
盆
な
く
随

ふ
て
地
租

の
課
せ
ら
れ
ざ
る
筈
の
土
地

で
の
る
か
ら
、
地
租
の
増
減

の
甥
め
に
土
地
産
物
の
償
格
が
騰
落
せ
す
、
随

ふ
で
地

助

租

は
土
地

産

物

の
消
費
者

に
韓
嫁

せ
ら

る

、
こ
ε
無

し
ε
も

い
は

る

、
所

だ
が
、
此

の
如

き
は
實

は
農
業
地

の
み

論

叢

地
租
の
婚
嫁

第
十
入
谷

(第
二
競

走
)

四
〇
一

.

7)
8,
9)
10)

Rau,Fw・sAufl・1・S.手 解.1361aFold¢5,a.a.0,S.312.

トいck,Dic6f「entliclenAbgahenu.ndSchulden.S.94.

Conrad,Ω.a・0・S.22.Dalton,1.c.P.53.

Roscher,a.a,0.S,201,



論

叢

地
租
の
輯
嫁

第
+
八
巻

(第
二
號

入
)

四
Q
二

に

冷
ふ

べ
く
、
商

工
住
居
地

に
當
ら

ぬ
の
み
な
ら
す

、
農
業
地

ご

い
へ
こ

も
、
實
際
地

代
は
此

の
如

き
純
地

代

で

な
く
、
勢
資

の
報
酬

の
分
子
も
含
ま

れ
、
土

地

の
需

要
供

給

の
關
係

に
て
動

く

べ
き
も
の
で
あ
り
、

地

主

に

て

は
、
地
租

の
増
課
あ

る
に
於

て
、
之

に
刺
戟

せ
ら

れ

て
、
彼

に
し

て
理
性

を
も

つ
以
上
は
、
其

れ
だ
け
を
地
代

の
引

上

に
よ
b
補

償
せ
ん

ε
努

む
る
も

の
で
あ
り
、
全

く
之

を
果
た

し
得

る
ε
は
限
ら

粛
に

せ
よ
、
或
度

ま
で
は
之
を
果

π
し
得

る
所

で
も
あ

る
(註
九
)。
或
は
地

代
は
税
を
離

れ
て
定
ま

り
、
土

地
は
挽

の
加
は
り
た

る
薦

め
に
其

使
用
償

値

を
壇

さ
ぬ
か
ら

、
地

代
を
真

魚
め
に
引
上
ぐ

る
こ

ε
能

は
す

ご

い
ふ
も

の
も
あ

る
が
(註
一
〇
∀、
税

の
加
は

る
薦

め
生

地
所
有
者
の
借
地
者
に
封
ず

る
態
度
を
強
硬
に
す

る
こ
ε
に
な
る
の
は
.箏

ふ
を
環

。
随

ふ
て
多
少
ご
も

地
代
を
上
げ

る
こ
ε
に
向
ひ
得
る
。
或
は
地
主
が
土
地

の
供
給
を
制
限
し
能
は
頗
。
随

ふ
て
地
代
を
引
上
ぐ
る
能

は
ず
(註
コ

)
ε
も

い
ふ
が
、
此
も
或
度
ま
で
制
限
し
得

る
ε
い
ふ
が
正
し

い
。
尤
も
現
在

の
地
代
が
其
土
地
よ
b
.

取
b
得

べ
き
最
高
限
度
の
.も
の
な
る
場
合
に
は
、
其
上
の
引
上
は
視
が
課
せ
ら
れ
た
か
ら
乙
い
ふ
て
出
來
な
い
で

あ
ら
う
(註
一
二
)。
斯
く
て
地
主
が
視
に
刺
戟

せ
ら
れ
て
地
代
を
引
上
げ
や
う
ε
努
力
し
π
`
き
に
、
其
小
作

人
借

地
人
が
之
に
慮
す

る
や
否
や
、
如
何
な

る
度
に
於
て
慮
す

る
や
は
、
彼
等
の
地
主
に
凋
す

る
対
抗
力
の
強
弱
に
か

、
る
所
で
あ
る
。
其
は
肚
會
的
政
治
的
原
因
に
よ
b
て
も
定
ま
る
が
、
脛
濟
上
の
地
位
か
ら
も
來
b
、
其
縄
濟
上

の
地
位

に
於
け
る
も
の
に
し
て
其
が
土
地
生
産
に
關
す
る
だ
け
で
は
、
借
地
人
小
作
人
の

一
般
脛
濟
歌
態
ε
い
ふ

こ
ε
も
め
る
が
、
特

に
其
地
代
の
引
上
げ
ら
れ
ん
ピ
す
る
だ
け
、
自
作
農
た
る
人
々
ご
の
兵
力
に
於
て
、
土
地
産

,



噛

物

の
儂
格

の
土

に
韓
嫁

し
得

る
や
否
や

に
係

る
こ
ご

、
な

る
。

そ
し

て
其
土
地

産
物

の
慣
格
を

引
上
げ
得

る
や
否

や
は

、
需
要
者
側

の
事
情

へ註
一
三
)、
即
ち
其
産
物

の
必
要

の
度
合

、
代
用
品

の
有

無
、
縄

濟
界

の
好

況

ご
否
、
英

国
氏

の
大
鷹

に
於
け

る
富
裕

の
度
合
な
ご

に
も
か

、
b
、
更

ら

に
供

給
者
側

の
事

情
(髄
一四
)、
即

ち
供

給
を
制
限

し
得

る
が
如

き
其

産
業

の
技
術
的
経

済
的
事
情

の
如

何
、
共

人
的
事
情

へ詳

し
く

い

へ
ば
生
産

者

に
有

利
な

る
時

ま

で
辛
捧

し
得

る
纒

濟
力

の
有
無

大
小
、
池

に
輪
業
す

る
の
能
力

の
有

無
大

小

)
外
囲
競
争

の
有
無
な

ご
に

か

、

る
。、
そ
し
て
土
地

産
物

の
性
質

が
概

し
て
必
要

度
強

き
だ
け

韓

嫁

の

可
能

大
な

り
ご
は

い
ふ
を
得

る
け
れ
こ
も

(謎
一
華

、
農
民

が
大
骸
無
力

で
、
有

利
な

ご
き
ま
で

生
産

の
手
緬

を
中
止
す

る
だ
け
の
鯨
僻
な
く

〔謎
ご
e
、
他

に

韓
業
す

る
こ

ε
も
能
力

の
上

か
ら
多

く

の
も

の
に
は

六

つ
か
し

く
書

一
七
)、
そ

し
て
技
術

上
に
も
固
定
資
本

に
依

る
こ
ご
割
合

に
多

く
し

て
轄
業

に
困
難

ご
い
ふ
傾

が

あ
り
(註

一
さ

、

さ
b

ざ
て
群
小
多
人
敷

の
農
民

の

一
致
團
結

し

て
消
費

者
商
人

な
りヒ
に
當

な
ご

い
ふ
経
済

組
織

も
出

來
難

く
(註

]
些

、
其

れ
は
更

ら

に
外
國

よ
り
の
競
争

品

の

入
り
來

っ
て
供
給

制
限
を
妨

害
す

る
ξ

い
ふ
こ
ε
も
あ

る
〔註
二
〇
這

此
等
は
或

度
ま
で
は
打
破

る

こ
ご
は
出
来

る

が
、
全
然
打
破
る
こ
ぼ

太
だ
容
易
で
?

、
全
階
上
か
ら

い
ふ
て
韓
嫁
困
難
の
事
情
多
一
・
随
ふ
.て
産
物
消
費

者

へ
の
稗

嫁
可

能

が
大
也

ご
は

い

へ
な

い
(註
二
一)
。
併

し

さ
う

か
ご

い
ふ
て
此
産
物

の
供

給
制
限

の
困
難

を
高
調

し
て

.
浩
費
者

へ
轄
嫁
不

可
能
を
説

く
に
は

及
ぱ

諏
。

そ
れ
か
ら
土
地

産
物

の
償
幣

の
引

上

に
よ

っ
て
消
費

者

"

樽
嫁

さ
る

、
こ
ε
の
出
来

た
だ
け
で
は
、
勢
働
者

の
賃

金

の
引

上
を
生

じ
て
、
其

だ
け
其
地
主

叉
は

小
作

人
た

る

論

叢

地
租
の
赫
嫁

第
十
八
巻

(第
二
號

ん
)

四
〇
三

・

ノ



論

叢

地
租
の
幣
嫁

第
+
入
谷

(第
二
號

一
9

四
〇
四

土
地
耕
作
者

の
負

捲

に
ま

で
反
撥

し
來
る
ご

い
ふ
こ
ε
も

あ
り
得

る

(註
二
二
)。
尤

も
更

ら

に
此

反
撥

が
困
難

な
事

で
は

あ
る
(註
二
三
)。
何
れ

に
せ
よ
小
作

叉
は

借
地

人

セ

る
農
業
者

ピ
自
作
農
業
者

ε
相

待

っ
て
、
地
租

を
土

地
産

物
消
費
者

に
輔
嫁

せ

ん
ε
読
む

る
所

で
は

や

、

そ
し

て
其

・蔀

は
目
的
を
達

し
得

る
所

で
も
あ
る
(註
二
四
)。
.

〔莞

;

ン
ラ
ト

匡

直
接
課
税
さ
れ
奇

の
滝

所
有
者
が
、
其
莉

な
露

際

し
て
は
、
聖

者
の
大
な
.。季

春
{

.、。
、に
に
、
其

貢
掘

か
小
作
人
に
韓
嫁
す

ろ
存
得
ミ

い
ふ
て
居

ろ
。

垂

9

ブ
イ
ル
プ
…

堅

地
穿

ち
土
地
が
其
婚

の
矯
め
に
填

る
あ

雑

税
に
よ
つ
て
磐

ら
れ
な
い
で
其
糞

に
よ
塁
、
決
ぜ
ら

る
ろ
ρ

--i
二

騰
多

く

の
視

た
土
地

の
上

に
置

く

こ
定

に
、

之
為

し

て

一
膳

多

く

の
使

用
偵

値

な
持

た
し

め

ね
で

洒
ら

う

。
其

小
作

の
爲

め
の
競

12

婁

に
よ
つ
乏

が
爲
め
の
願
髪

増
加
し
な

い
で
あ
ら
う
。
其
覆

叢

加
し
な

い
で
あ
ら
　
ミ
い
ふ
て
居
・
。

〔註

一

こ

口
ビ

ン
ソ

ン
に

、
地
代

の
上

の
税

ぱ

土

地
の
供

給

に
影

響

ぜ
ね
。
経

済

的
地

代

の
上

の
税

淋
地

主

に
止

ま

ろ
ε
聡

し

、
ダ

ル
ト

ン
に

、
人

に

口
密
な
る
地
域
に
於
け

る
土
地
の
供

紺
ぱ
絶
対

に
非
屈
仲
的
の
も

の
ご
見

る
ね
得

ぜ、
い
ふ
て
居

る
。

(註

≡

)

ダ

牛

・
に
日
ふ
て
居

る
、
故
塁

別
ミ
し
て
土
地
の
偵
格
の
上

の
鹿

島

蒙

全
く
地
主
に
写

。、
の
読
に
、
地
主
省

ら
韮

地
か
ら
得
ら
れ
得

る
最
高
の
地
代
護

に
育
つ
こ
是

假
牢

ろ
。
彼
が
さ
　
し
て
居
な
か
つ
薩

で
に
、
新
税

の
賦
婆

11
現
在
税
の
引
上

の

結
果

の

一
に
-
彼
な
し
て
共

地
代
々
壮
観
ぜ
し
め
・
之
が
弛

み
な
引
締
め
し
む
る
こ
ε
」
な

ろ
で
あ
ら
う
。
此
場
合
に
に
負
櫓

締
着
の

一
部
に
占

描

有
者

の
上
に
め
ゐ
で
あ
ら
う

ざ
。

(註

三

)

ダ
ル
ト

・
に
・
他

の
事
情

岡

丁
・
假
足
し
て
・
魏

籠

へ
の
墾

か

颪

屈
伸
方
々
有
て
ば
育

つ
唇

,
租
畏

警

蹄
蕎

扁

多
く

壷

手

に

め

ろ
で

あ
ら

ふ
ミ

い
ひ

、

ロ
ツ

シ
ア
ー
ガ

・

税

の
結

果
、
需

要

減

少

に
よ
り

て

、
誤

脱

さ
れ

た
物
日
印
の
偵

格
な

憾

迫
す

ろ
こ

ぞ、
が
買

う

手
に
成
功
し
た

る
ε
き

に
に
後
輪

が
生
じ
得

る
ぜ唱-い
ふ
て
居

る
円

(此
場
合
の
後
縛

ば
盛

手
の
頁
櫓

に
騙
す
の
で
あ

る
)
「

(註

圏
四
〕

ダ
ル
ト
ン
に

・
他

の
事
情

同

=

」
し
て
、
租
税
物
盟

の
供
給
が

一
層
の
屈
伸
力

心
育
て
ぱ
有

つ
ぼ
ご
、
租
税
負
櫓

の
締
着

が

一
層
多

く

11)
12,
13)
14)
15)

CΩ11rarl,臼.a.0.S.21-22.

Filleblown,ThcAB.C〔.ftaxati∩11.P.31.3z.

Robinson,Publicfinance,P.go.D.ikon,7,c・P・54・

Dolton,1.c.p.61.
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買
手

の
上

に
あ

る
で

あ
ヶ
う

ピ

い
ひ
・

ロ
ビ

ン
ソ

ン
ば

・
或

税

が
或

必
要

な

庖
巡

演
的

勤

務
叉

ば
商

品

の
供

給

為
減

少

す

る

こ
こ

」
な
れ

ば

・
此

励

が
生
産
者

よ
り
し
て
鰯
嫁
さ

、
る
の
な
例
ε
す

ろ
こ
爲
す
。

(註

一
五
)

ベ
ラ
フ
エ
ル
プ
入
に
・
不
要
晶

に
て
に
・
簿
嫁
が
必
要
品

に
於
げ

ろ
去
り
も

】
層
困
難
で
・
代
用

さ
れ
得

う
も
の
で
に
然
ら
ざ
ろ
も
の

よ
り
も
困
難
で

め
る
ミ
爲
し
、

ヘ
ソ
ケ

ル
も
亦
、
消
費
者
が
課
税
品

の
消
費
叉
ば
使
用
な
断
念
し
叉
ぱ
消
費

た
少
く

こ
も
制
限
し
得

る
こ
昔
に
は

彼
に
生
活
必
要
品

F
於
け
る
よ
り
も

一
層
多
く
前
鰐
に
抵
抗

す
ろ
な
得

ろ
。
彼
が
補
充
品
叉
ば
代
用
品
々
利
用
し
得

る
乏
き
亦
同
じ

ご
い
ひ
、
六

ッ
〃
は
、
必
要
な

ろ
生
活
需
要

μ印
税
11
通
例
、
租
税
義
務
者
の
産
物
及
勤
務

の
偵
格
に
於

て
他

の
人

に
韓
嫁
ゼ
ら

る
ご
爲
し

、
ホ
プ

ソ
ン
も
、
絶

対
必
要

ミ
い
に

る
る
物

の
場
合
に
の
み
、
税
が
償
格
の
十
分
相
當
な

ろ
上
騰

に
て
表
は
れ
な
く
て
は
た
ら
ぬ
ε
篤
し
、
ダ
ル
ト

ン
も
、
必
要
品

の

切

上
の
税
に

、
奢
侈
品

の
上
の
同
額

の
税
エ
リ
も

一
層
大
な
度

に
て
其
債
絡
々
上
ぼ
す
で
あ
ら
ふ
ご
い
ふ
。

(註

一
六
)

ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
纏
濟
上
張
き
企
業
者
に
弱
き
経
済
者

よ
り
も

}
唇
容
易
に
前
幅
し
得

る
ご
寫
し
・

ロ
ビ
ン
ソ

ン
は

・
資

本
家
は
生
産
ん

再
開
す
る
に
適

冨
な
時
ま
で
待

つ
・
ぎ

な
得

ろ
。
満
足
な
調
整

の
行
に
う
ろ
ε
き
ま
で
、
或
ば
非
産
業
的
投
資

(公
債

の
如
春
)
に
向
ひ
、
叉
に
圃

面

外
投
資

に
向
ひ
て
、
産
業
に
翻

し
て
に
資
本
供
給
な
減
少
す
る
こ
ご
が
出
來

る
こ
い
ふ
。
一

(註

一
七
)

ロ
ッ
シ
ァ
ー
に
、
課
税
さ
れ

る
生
産
物

の
買
手

へ
の
税
の
前
幅
11
、
唯
だ
生
産
者
が
他

の
費
櫓
少
き
生
産
分
科

へ
挑

み
ろ
こ
ミ
の
可
能

.の

.

.

。

な
ろ
場
合

の
み
に
生
す

る
ε

い
ふ
勉

(註

一
八
U

リ
グ
ナ
ー
に
、
流
納
資
本
に
て
生
産
す
る
企
業
が
前
幣
に
有
利
で
、
特

に
国
定
資
本
な
以
て
生
直
す
る
企
業

に
不
利
な

る
地
位

に
あ
る

こ
鳥
し
、

ヘ
ッ
ケ
ル
廿

、
圭

こ
し
て
流
動
資
本
に
て
生
産
す
る
縄
濟
讐

が
前
憐

に
特

に
適
當
し

、
企
業
が
特

に

一
層
穴
な

る
固
定
資
本
に
依

う

し
の
で
は
然
ら
す
こ
い
ひ
・
グ
ル
ト

ン
に
、
名
盤

な
る
設
備
及

一
層
多
く
固
定
し
た
資

本
の
方
便

に
亘
り
生
産
さ
み
ろ
商
品
の
場
合
に
は

・
供
給

の
屈
伸
力

に
・
税
が
彼

等
に
課
ぜ
ら
れ

た
ろ
後

、長
き
時
の
聞
、
小

い
も

の
で
止
ろ
ξ
寫

し
、
ベ
ラ
フ

エ
ル
デ
ス
は
・
不
動
資
木
に
於
て
エ
リ

ば
動

的
資
本
に
於
て
租
税
韓
嫁
が

「
暦
容
易

に
骨
ば
る
ε
寫
し
、

ニ
ツ

ら

㍉
資

本
が
可
動
な
れ
ば
可
動
な
る
ほ
ざ

「
居
多
く
挽
心
迷

る
る
こ
こ
に
傾

幼

く
ε
爲
す
。

論

叢

地
租
の
輯
嫁

第
十
八
巻

(第
二
號

}
一
)

四
〇
五

16)

17♪

18)
19)
20).

Dalton,L⊂ ・P・52・Robin50n,1.c.P.90・

Bel凋Foldes,臼.a,0.S.314.Heckel,ε しa.0.S.175.Hock,a.a.0,
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ec玉el,a・a・0.S.175.Robinson,1.c.P.86.
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'

、

、

論

叢

地
利
の
婚
嫁

第
+
八
巻

(第

二
號

一
三

四
Q
六

・
(駐

一
丸
)

ワ
グ
ナ
ー
に
・
前
鵜
に
、
生

産
者

の
間
に
生
産
及
供
給

の
調
整
に

つ
き
共
同
の
同
種
行
動
な
採

る
難
易

に
か
か
ろ
。
農
業
で
に
財
産
及

讐

關

係

の
通

例

の
事
情

で

は

、
殆
ん

ご
之

に

つ
斗
・
い
に

ろ
曳
・
、ご
能

は
す

定
爲

し

、
ラ

帆
も

、
土

地
産

物

の
偵
絡

ば

、
税

の
爲

め

に
買

手

の
貢

撒

に
ま

で

高

め
ら
れ

な

い
。

何

こ
な
れ

ば
之

が
矯

め

に
に

一
暦

少

き
生

産

に
佐

ろ
所

の
供

給

の
減
少

が
必
要

で
あ

ろ
の

に
、
土
地

所

看
者

が
之

に

決

心

し
な

い
か
ら
。

二
三

の
も

の
が

土

地
の
開

獲

な
制

限

す

る

、
、こ

に
傾
く

こ
』

、
凡

べ

て
の
者

の
同

一
行
動

が
行

は

れ
す

、
且

つ
既

に
外
囲

よ

り

の
輸

入

の
容

易
が

此

の
如

琶
試

な
妨

ぐ
で

あ

ら
う

こ
い

ひ
、

八
ソ
ケ

ル
は

、
前

鱒

に

、
共

同
行
動

に
二

り

仮
粧
成

形

に
影

響

ず

ろ

.
・ぞ、
が
生
産

者

に
達

す

る
と
き

に
主

ご
し

て
進

め
ら

ろ
為
得

道
聡

し

、

ベ
ラ

フ

エ
ル

ゾ

ス
も

、
帯
揚

か
協
定

に
よ

り
て
影

響

さ
れ
得

ろ
こ

ぐ、
の
人

な
れ

ば
大

な

刷

る
ほ

ざ

、
翻
暫
嫁
が

一
瞬
…容
易

に
行

は

み
こ

い
ふ
。

垂

二
〇
)

・ヲ

チ
に

・
産

物

の
需
要

が

軌
給

な
超

ゆ

る
場

合

、競

争

の

存

し
な

い
場

合

に
は

、地

虫

が
奪
易

に
税

な
消
費

者

に

移
す

な
得

る

・。
篤

し

ベ
ラ

フ

エ

ル
デ

ス
も

、
競

争

に

エ

っ
て

粛
加

し

得

べ
き

物

で
に
他

の
物

ド
於
け

ろ

エ
リ

も

暢
嫁

　
厨
困
難

な

リ

ピ

ぜ
ひ

、

池

ッ
〃
も

、
販

路

が
既

に
有
利

た

る
競
争
者

の
供

給

に
て

充
た

さ
ろ

L

ご
毒

に
は

、
軸

嫁
が

部

分
的

に
中

止
ず

ミ

い
ひ
、

グ
ル

y
ツ

エ
ル
は
、

地
租

は
農

産

物

の
慣
絡

の

上

に
幣

嫁

さ
れ

な

い
。

何

ε
な
れ

ば
此

が
世
界

市
場

ド
よ

り
て

定
め

ら

ろ
＼
か
ら

こ

い
ひ
ー

コ

ン
ラ

ー
ド
は

、

地
租

ば
濁

逸

の
事
情

で
は

土
地

所

有

者

の
貢

櫓

ε
し

て
止

ま

る
。
其

故

ば

土
地

所

有
者

が

、
世
界

市

場

に

現
は

ろ
L
温
例

の
土
地

産

物

の
慣

格
決
定

に
何

等

の
影
響

か
有

た

52
か
ら

助

ご
爲

す
。

(註

二

じ

ワ
グ
ナ

寄

に
、

農
業

地

租

が
産

物
偵
格

の
騰

貴

に

よ
り

て
浩

費
者

に
前

幅

ぜ
ら
れ

得

る
こ

ご
ば
唯
全

く
例

外

の
み
と

い
ふ

て
居

る
。
他

の

助

庭
で
に
農
業
地
租

匹
に
暢
嫁
殆
ん
ご
行
に
牲
ず

こ
も

い
ふ
。

(註

二
一
;
ロ
ッ
ッ
は
、
偵
格
引
上
に
結
果

己
し
て
　
雇
主
又
は
納
税
者

の
頁
櫓

に
ま
で
-
賃
金
の
引
上
及
給
料
の
引
上
な
生
じ
得

ろ
ぐ、
駕
し

、
グ
ル

ン
ツ

諺

も
・
消
費
者
は
時

t

て
自
ら
視
な
迸
る
と

、
逮
が
出
来

ろ
。
例
之
、
鱒
働
者

が
生
計
費
の
騰
貴

に
考
慮

し
て
賃
金
の
引
上
か
行

ふ
こ

ご

に
依

る
が
加
川し

ε

い
ふ
。

エ
ー

ベ
ル

ヒ
も

、

生
計

減
縮

の
心
配

が
逋

税

へ
こ
同
様

に

、
暢

嫁

の
努
⊥刀
に
嵐
く

ミ
駕

し

、

ヴ

エ
フ

レ
ー
・も
、
最
低

の
最
普
通
な
る
賃
勢
働

に
ε
り
て
は
終
局
、
租
税
平
準
が

現
ば
裂

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
彼
等
に
こ
り
叉
彼
等

に
こ
り
て
の
み
租
税
債
務
が
最
必
要

21)

22)

2呂)

Wagner,a.a.0.S,353一 牛.Rau,a,a.Q.II.S.[1・Hし 仁ke1・a・ とL・0・S・
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な

ろ
生
計
費
の

一
元
索
ミ
し
て
終
局
行
に
る

㌧
で
あ
ら
う
ざ
い
ひ
、
ラ
ワ
も

、
賃
勢
働
者
に
其
所
得

に
比
し
過
大
で
其
必
要
な

ろ
生
計
な
狭
め
ん

こ
ず
る
税
の
爲
め
に
、
高
め
ら
れ
た
る
貸
金

に
依

っ
て
賠
償
さ
れ
な
く

飛
は
な
ら

嶋
。
何
ざ
な
れ
ば
、
然
ら
ざ
れ
ば
移
民
、
死
亡
率
の
増
加
等

が

`

珊

`

労
働

の
供
給
な
減
少
す
る
こ
ご
㌦
な
う
か
ら

ぐ」
い
ふ
.

(註

二
冒
一)
ロ
ど
ン
ソ
ソ
は
、
貸
金
牽

の
切
下
は
、
勢
働
組
合
の
活
動

に
よ
る
舞

働
の
組
織
的
退
却

に
導
く
こ
こ
が
あ
ろ
で
め
・b
う
。
併
し
労
働
者
の

地
位
に

、
彼
等
が
従
事
す
べ
春
他

の
濫
烏
有
た

岨
爲
め
に
、
市
場

の

汐
艮
さ
ろ
、
ま
で
勢
働
の
供
給
為

一
時
調
整
す

ろ
こ
ε
の
出
來
な

い
こ
い
ふ

物

事
實

に
よ
っ
て
弱
め
ら

ろ
＼
こ
い
ふ
。

垂

二
四
)
へ
.ツ
ケ
ル
に
、
攻
益
税
特

に
物
醗
は
課
祝
ぜ
ら

ろ
k
螢

利
設
備
に
て
生
産
す

ろ
産
物
の
償
格
に
轄

嫁
さ
る
、
心
得

ご
篤
し
、
グ
ル

ン
ッ

ェ鋤

ル
も

、
攻

益
税

ご
消
費

枇

こ
は

一
般
.」
消

費

々

貝
摺

ぜ
し

む

ミ
断
じ

、

ホ
ソ

〃
に

地
租

は
大

部

分
消

費
者

に
幣

嫁

ぜ
ら

る
ミ
ま
で

い
ふ

て
居

ろ
。

ラB
小
作
人
借
地
人
借
屋
人
に
轄
嫁
す

る
場
合
」

地
租

が
小
作
人
借
地
人
に
轄
嫁
す
る
こ
ご
あ
り
得

る
は
上
に

(
い
ふ
如

く
で
あ

る
が
、
借
家

人

へ
輔
嫁
し
得

る

こ
ご

亦
た
、
土
地

産
物

の
消
費
者

の
轄
嫁

ご
類
似

し
て
居

る
。

勿

論
此

に
て
も
契
約

叉
は
慣

例
法
令

な
ご

に
よ
り

一
定

期
間

動

か
し
得

源
こ
ε
も

あ
り
得

る
し
、
情

誼
其
他

の
嗣

係

か
ら
動

か
さ
ね

こ
蓬
も
ゐ

ら
う

し
、
或

は
市
場

の
状

況

の
ン
を
動

か
し
得
る

こ
ε
に
氣
付

か
す

又

之
に
氣
付
く

も

動

か
さ
ん
ご
の
努
力

を
欝

さ
ざ

る
こ
ご
も
あ

る
。
け

れ
ご
も
近
時

の
和

ぐ
大
膿

、
情

誼

の
薄
ら

ぎ
、
そ

し
て
都
市

に
於
け

る
住
屋
缺

乏

の
甚

し

い
塒

に
、
そ
し
て
特

に
物
債

の
騰
貴

し
つ

、
あ
り
好

景
氣

の
続

く
場
合

に
於

て
は

、

法
令

の
拘
束

な
き
だ
け

に
て
は
遠
慮

な
く
屋
賃
引
上

を
行

ふ
て
、
地
租

の

韓

嫁

を
行

は
う

ε
い
ふ
こ
ご
に
な

る

(註
二
五
∀。
農
産

物

の
如

き

に
は
今

日
の
時
世
、
外
國

よ
り

の
供

給
も

あ

っ
て
、
償
格

の
騰
貴
を
牽

制
す

る
が
、
借

屋

に
至

っ
て
は
外

部

よ
り
其

都
市

に
持
來

っ
て
競
争

す

る
こ
ご
の
困
難

な
だ
け
、
屋
賃
引

土

に
よ

る
轄

嫁

の
可
能

論

叢

地
租
の
鱒
嫁
.

第
+
入
巻

(第
【
.「號

一
三
)

四
〇
七

24♪
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'

、

論

叢

地
租
の
輔
.嫁

第
+
八
巻

(第
二
號

一四
)

四
〇
八

が
太

い
。
特

に

】
方

、
借
屋
人

に

ざ
り

て
は

之
を
借

る
こ

ε
を
避
く

る
こ

{
が
出

來
す
、
他
方

、
.貸

屋
圭

に
て
は
.

概

し
て
資
力

大

に
、
意

に
満

だ
な
け
れ

ば
室
屋

に
し

て
供
給
制
限

を
行

ふ
こ
ε
も
出

来

る
。
尤
も
無

限

に
轄

嫁

の

出
家

る
も

の
で
は
な

い
。

あ
ま
り
屋
賃

が
高

く
な

b
過
ぐ

れ
ば
其

都
市

の
獲
達
を
妨

げ
、
往
佳
者

を
増

加
し
再

び

'

屋
賃
を

引
下
げ
ざ

る

べ
か
ら
ざ
る

こ
ε

、
も
な
る
。
地

方
税

こ
し
て

の
地

租

は
比
熱

か
ら

し
て
韓
嫁

一
層
難
く
、

国
税

ξ
し

て
企
國

に
亘

る
地
租

は

之
ご
比

し
て
其

轄

嫁

}
層

容
易

ε

い
ふ
こ
ε

に
な

る
。
兎

に
角

、
農

産
物

の
消

費
者

へ
の
轄

嫁

ご
比
較
し

て
は
大
腸

、
借

屋
人

へ
の
轄

嫁

の
可
能

は

}
層

太

い
ざ

い
っ
て
良

い
。

(註
二
五
)」
.ン
ラ
ー
ド
に
、
都
市
の
地
主
及
屋
圭
が
.
新
匹
課
ぜ
ら
れ
た
ろ
硯
海
其
借
手
よ
り
挑
に
し
め
得
う
か
否
か
も
一
の
力
の
問
題
で
、
彼
は

此
に
つ
春
人
目
の
鋒
速
な
ろ
滑
加
及
住
措
缺
乏
に
際
し
て
は
勢
力
々
も
つ
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
多
く
の
家
が
空
屋
の
場
台
に
は
然
ら
ヂ
・こ
い
ふ

助

て
居
ろ
。

ウC

　
般
貨
物

の
消
費
者
に
韓
嫁
す

る
場
合
一

期
の
如
く
に
し
て
地
租
が
借
地
人
借
屋
八
に
轄
嫁
さ
る

、
可
能

あ
る
だ
け
で
は
、
そ
し
て
彼
等
が
此
土
地
家
屋
に
於

て
商

工
業
を
警
む
だ
け
で
は
、
其
韓
嫁
さ
れ
た
る
も
の
を
、

蘭
、

、其
管
業

に
於
け

る
商
品

の
債
格

の
中

に
込

め
て
、
或

は
其

商
品

の
品
質

の
低
下

分
量

の
減

少

に
医

し
て
、
浴
費

者

に
轄

嫁

せ

ん
`
す

る
こ
ε

、
な

る
。
地

主

た
る
暫
葉

巻
亦
か
共
食

ふ
所

の
地

租

を
出

乗

る
だ
け
消
費
者

に
移

さ
う

ε
す

る
。

ワ
ま
り

一
般
物

慣

の
騰

貴

に
も
影
響
守

る

こ
ビ

、
な

る
。
併

し
其

が
す

べ
て
轄
嫁

し
盤

さ

る

、
ご
は
限

ら

ぬ
。

又
π
常

に
.起

り
得

る
ご
は
街
更
ら

に
い

へ
な

い
。

け
れ
こ
も
勅
償
騰
貴

の
大
勢

に
め
る
場
合

の
如

き

に
は

容
易

に
全
部
韓
嫁

し
得

る
。
.尤

も
爲

め
に
消
費
者

の
反
抗

に
出
會

ふ
て
、
押
返

へ
.さ

る

、
こ
ご
ε
も
な

b
得

る
。

雫

-

一

い

27)Coηradpa.a.0.S.22.
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、

ラD

一
般
替
業
者
特
に
奢
侈
的
勤
務
及
物
品

の
醤
業
者
に
轄
嫁
す
る
場
合
一

斯
く
し
て
地
租
が
物
の
清
費
者
、

小
作
人
借
地

人
借

屋
人
に
轄
嫁

さ
る

、
場

合
は
勿
論

の

こ
ざ
、
土
地

所
有
者

に
止
ま

る
場

合
で
も
、
英

貨
櫓

の
増

し
た

以
上
は

、
彼

等

の
支

出
ヌ
は
消
費

を
出
来

る
だ
け

制
す

る
こ
ε
に
促

し
〔註
二
⊥○
、
生

産
.瞥

利

の
方
面

に
て

は
、
例

之
、
原
料
即
成

品
、
資
金
等

の
供

給
者

に
劃

し
此
迄

よ
り
も
安

き
代

償

を

提

供

す

る

こ
ご
に
努

め
し
め

(註
二
七
〕、
家

計
の
方
面

に
て
も
種

々
の
需

要
品
持

に
奢

侈

的

の
物
及
勤
務

の
消
費

を
節

せ
七
む

る
こ
蓬

、
な

っ
て

(註
二
人
)
、
此
等
は

特

に
奢

侈
管
業
者

、
或

度
ま

で
必
要

品

管
業
者
を
も

不
利

こ
す

る
こ
芒

に
な

る
。
尤

も
経
済
界

の
好

況
に
あ

る
場

合

に
は
、
此
等

の
管
業

者

忌
、
斯

か
る
消

費
節
約
及

低
贋

申
出

に
よ
る
轄
嫁

を
受
く

る
可
能
少

き
の
み
で
な
く
、
假
令
多
少

之
を
受

け

て
も
、
増

加
す

べ
き
需
要

に
よ

っ
て
優

に
償

は
れ

る
こ
ε
が
出

来

る
。

低

憤
申
出

の
如

き
は

、
螢

業
者

に
固
結

力
強
き

か
其

他
彼

等

に
抵

抗
力

の
強
き
場
合

に
も
或

度
ま

で
反
撥

し
得

る
。

兎
も
角
、

↓
般
螢

業
者
特

に
奢
移
替

業
者

が
自

己

ε
縁

遠

き
地

租

の
穂
嫁
を

も
憂

く
る
可
能

の
存
す

る
こ

ご
は
見

逃

し
て
は
な
ら

ぬ
。

(註
一
=
ハ
)此
に
テ
ア
ハ
ル
レ
が
一
般
税
に
つ
斗
」注
意
す
ろ
所
だ
が
、
雌
虜
に
も
適
用
し
得
ろ
。

(註
二
七
)
ホ
ッ
〃
は
、
課
税
ぜ
ら
る
」
物
の
生
産
者
に
て
は
-
税
の
韓
嫁
の
馬
め
に
、
此
撹
た
其
生
産
物
の
原
料
及
助
成
品
の
盛
手
に
、
此
迄
支
彿

に
れ
た
る
慣
格
の
引
下
に
よ
り
て
鞘
嫁
す
べ
昔
試
み
が
あ
ろ
、こ
爲
し
・
ダ
ル
ト
ン
ば
、
或
商
品
の
盛
手
叉
は
買
手
に
課
ぜ
ら
ろ
稔
の
責
循
締
着
11

.

.
誓

・
紫

の
華

胥

摯

の
土
で
楚

L
て
、
暁
星

産
の
爲
め
に
必
萎

ゐ
藩

需

品
の
掌

に
写

べ
と

い
㌔

(註
二
八
)
ベ
ラ
フ

エ
ル
プ
ス
ば
、
或
他

の
場
合
に
は
硯
が
節
約

に
工

っ
て
平
準

さ
れ
得
.る
ご
爲
し

、
ロ
ソ
ツ
に
、
租

税
貢
櫓
は
實
際

、
納
税
者
ド
止

論

叢

地
租
の
韓
嫁

第
十
八
巻

(第

二
號

「
五
)

四
〇
九

29)Terlla】1e,a.a.0、S.46.

30)Hock,a.a.0,S.g6-7.Dalton,1. c・P・54・
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塾珊

報

軸
箸
租
の
輔
帥豚

第

十
八
出
¢

(第

二
號

一
占ハ
)

四

「
O

「
ま

る
こ
ε
為
得

る
.
併
し
各
箇
の
必
要
.な
ら

ざ
ろ
財
及
勤
務

へ
の
需
要
が
、
其
從
來
エ
リ

の
需
要
者

の
租
税
員
捲

の
滑
加
の
爲
め
に
制
限

ゼ
ら

ろ

鋤

、
ミ

い
ふ
疋
.な

ろ
影
響

な
有

し
得

ろ
ご

い

ふ
。

ラ㏄
勢
働
者

に
韓
嫁
す
る
場
合
i

今

一
っ
榑
嫁
可
能
は
、
地
租
を
撚

っ
た
土
地
所
有
者
又
は
之
を
移
さ
れ
た
る

農

業

者

螢

業

者

が

其

れ

だ

け

或

度

ま

看
、
使

用

人

の

解

雇

、

賃

金

の

引

下

に

よ

っ

て

其

使

用

人

た

る

勢

働

者

に

移

す

こ

`

を

得

る

こ

ピ

で

あ

る

(註
二
九
)
。

尤

も

下

級

勢

働

者

の
如

く

最

小

の

生

活

資

料

を

得

る

に
止

ま

る

の

、
如

き

は

之

を

反

撥

す

る

可

能

が

強

い
。

其

上

の

墜

迫

を

受

く

る

こ

ご

に

は

彼

等

の
堪

へ
ら

れ

搬

所

だ

か

ら

で

あ

る

(註
三
9

、
.特

に
他

方

、

彼

等

が

土

地

産

物

の

消

費
.者

ご

し

て

の

負

撒
を

受

く

る

に

於

て

爾

更

ら

で

あ

る

。

(註

;
九
二
7ー
ア

ハ
ル
レ
が

一
般
擁
に
つ
ゼ
て
之

な
指
摘
し
て
居

う
が
、
永

ッ
グ
に
、
課
税
さ
れ
た

ろ
物
の
生
産
者

に
あ
り
て
ば

、
光
視

為
其
徒
弟
及

外
働
者

に
射
し
、
此
漁
排
つ
た
賃
金
り
減
少

に
よ

っ
て
蠣

嫁
す
べ
き
試
が
あ
ろ
ご
爲
し
、
別

の
鹿

F
て
-
高
き
税
が
企
業
者

な
し
て
其
勢
働
者

の

賃
金

麺
短
縮

冠
し
む
る
こ
ε
に
鹸
儀
な
く
す
べ
し
ε

い
ふ
て
熾

ろ
。

べ
.ラ
フ
エ
ル
デ
ス
ば
、
(員
櫓

奄
受
け
た
)
商
人
な
ご
ば
補

,
着
た

る
使
用

人

鋤

心
触即
す
み
為
旧俗
、
昭
開明
費
等
に
て
牌節
す
る
な
得

る
こ
ミ
な
指
摘
し
て
ロ盾
る
。

(註
三
〇
)
荷
鞍
二
二
滲
照
。

二

非

人

絡

者

に

移

さ

る

、
場

合

ー
ーい
排
軸

の
場
合
-

地
租
が
課
せ
ら
れ
叉
は
増
徴

さ
る

、
こ
ご

、
な
る
に
於
て
、
其
物
件
た
る
土
地

が
他
人
に

貸
付
さ
れ
た
る
場
合
に
は
、
光
視
が
土
地
所
有
者

に
て
自
ら
撚
は
る

、
か
、
其
が
小
作
人
借
地
八
借
屋
人
に
聴
嫁

さ
る

、
か
又
は
所
有
者
小
作
人
借
地
人
借
屋
人
か
ら
更
に
消
費
者
螢
業
者
勢
働
者
に
轄

嫁

さ

る

、
こ
ε

、
な
る

馴)

32)
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騨

閣

ラ

が
、

い
其

の
土
地

が
所

有
者

の
庭

で
直

接
利
用

さ
る

、
場

合

に
、
彼

が
此
課

挽
叉
は
増
税

の
刺
戟

に
よ
り

一
層

長

(

く

之
を

利
用
す

る
の
努

力
を

駕
し

て
、
此
負

捲
を
抹

消
し
鑑
し
、
別

に
清
費

者

に
韓

嫁
も

せ
す

、
所

有
者
自
身

の

土
地

経
済

上

に
負

捲
を
加

ふ
る
こ
ご
も

な
く

し
て
済

ま
し
得

る
。

固

よ
り
此

の
如

き

こ
ξ
に
は
決

し
て
多
き
を
期

し

て
は

な
ら

の
が
、
至
く
其

の
起
ら

諏
ξ
は

い

へ
な

い
し
、
假
令

地
租

の
全

部
で
な
く

ε
も
其

一
部
は

之
に
よ

り

て
排
清

し
得
ら
れ

る
こ
ε
を
初
,激

し
得

る
。
尤

も
此

排
韓

の
行
は

る

、
場
合

に
も
、
此
が
費
用

の
節
約

に
よ

る
場

ラ

ラ
　

合

に
は

相
手

の
勢
働
者
、
管
業
者

の
負

摺

ε
な
臥
。

即

ち
前
記

の

一
の
D
E
の
結

果
を
生
す

る
を
免

れ

耀
し
、
更

(

(
(

に
此
辨

韓
が
凡

ぺ
て
の
農
業
者

に
行
は

れ
す

し
て

一
部

の
者

に
の
み
行
は

れ
た
場
合

の
如

き
に
は
、
他

部

の
者

が

　

爲

め
に
競
争
上
不

利
を
受

く
る

こ
巴

、
も

な

る
(註
三

こ
。

ろ
其
れ

か
ら

一
且
地
租

が
所

有
者

か
ら
他

の
人

々
即

ち

(

小
作

人
瞥
業
者
等

に
韓
嫁

さ
れ
た
後

に
、
此
等

の
者

共

に
於
け

る
経
壁

上
の
努

力

に
よ
り
て
北
角

擢
を
排
潰

し
去

.

る
こ
ε
も
出
架

る
(註
三
二
)。

(註
[一=
)

γ
.エ
フ
レ
ー
が
此
か
注
意
し
て
居
ろ
。
曰
く
、
排
懸
が
時
ε
し
て
不
良
の
結
果
た
生
ず
ろ
。
租
税
力
の
唯

一
部
・
特
に
九
維
管
の
一
部

の
も
の
の
み
に
排
擁
が
成
功
す
る
ε
き
に
は
、
其
国
民
経
済
上
の
利
益
が
打
消
さ
ろ
㌧
こ
ご
に
な
ろ
。
此
場
合
に
ぼ
競
孚
す
ろ
所
の
黝
き
納
税
者

、

鋤

ば
競
争
に
捨
て
魅
迫
ぜ
ら
れ
、
且
つ
破
壊
ぜ
ら
る
N
電
。

(註
三
=
)

地
租
の
排
郷
の
例
己
し
て
ホ
ソ
ク
が
英
国
の
例
な
擧
げ
て
居
る
が
、
或
ぱ
此
は
次
に
い
ふ
事
愛
上
の
辨
韓
の
例
ε
す
乙
方
が
適
切
か
も

.

知
れ
な
い
。
ホ
ッ
ク
に
依
ろ
定
、
英
図
の
地
租
に
當
初
「
六
九
六
年
に
ば
純
所
得
の
二
割
ご
測
定
さ
れ
た
の
に
、
今
日
で
は
二

八
六
三
年
頃
)、

鋤

純
所
得
の
苧
均
五
厘
こ
な
っ
た
・ほ
こ
で
・
其
最
重
音
ベ
ド
フ
ナ
ー
ド
シ
ア
イ
ア
に
て
三
分
に
し
か
上
ら
ね
こ
い
ふ
・、こ
で
あ
ろ
。

.

論

叢

地
租
の
鱒
嫁

」

第
†
入
谷

(第
二
號

一
七
)

四

=

B3)Schaffle,a.a.0.S.3丑o.

34)Hock,a.a.0.S.99.

冒
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論

叢

地
租
の
構
嫁

第
+
入
巻

(第

二
號

一
八
)

四

一
ニ

ラ

お

B
事
實
上
の
辨
韓

の
場
合
i

永
い
問
不
動
な
る
地
租
の
存
す

る
場
合
に
、
別
に
此
地
租
が
特

に
牧
盆
の
増
加

(

を

刺

戟

す

る

こ

ざ

な

く

ε

も

、

一
般

文

化

の

進

歩

愈

會

の

酸

達

に

よ

り

て

自

ら

其

土

地

産

物

が

増

加

し

叉

且
ハ産

物

債

格

が

騰

貴

し

て

、

前

來

の

税

が

事

實

上

【
部

排

轄

せ

ら

れ

π

ご

同

に

な

る

ビ

い

ふ

こ

ピ

も

あ

る

(註
三
三
)。

(註

=
=
昌
)

ヲ
グ
ナ
ー
は
、
課
税
ぜ
ら

る
、
罐
利
生
盟

の
此
ハカ
な
以
て
、
叉
は
之
な
し
に
税
源
の
牧
創仙
の
増
加

、
土
地
産
物
の
偵
格
騰
鳥貝
が
、
皿板
程

者

に
ご
り
て
、
相
続
貨
櫓
…の
實
際
上
の
相
野
的
減
少
、
即

ち
租
税

の

【
部
的
排
幣
に
導
く
ざ
い
ふ
て
居
る
。

ラ

ア

き

ぼ

ヨ

ヨ

む

C
租
税
消
却
、
物
上
負
擢
、
叉
は
租
税
不
利
の
瓢
還
元
の
場
合
一

地
租

に
あ
り
て
は
此
枇
の
還
元
額
だ
け
土

(
地
便
格
を
低
下
せ
し
む
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
薪
樵
採
用
叉
は
増
税
常
時

の
所
有
者

の
負
据
に
は
な
る
の
外
な
い
が

(識
三
四
)
、
其
後
に
於
て
買
牧
又
は
相
継

し
た
る
所
有
者
は
其
土
地
を
地
租
負
据
の
還
元
顧
だ
け
安
き
償
値
あ
る
も

の
ご
し

て
継
承
し
、
租
税
.が
其
爲
め
に
消
却
,せ
ら
れ
、
新
所
有
者

に
て
は
其
拙

ふ
所

の
税
の
負
撚
を
戚

ぜ
ざ
る
も

の
ざ
見
ら

る

、
〔試
三
五
)

彼

よ
り
見
れ
ば
此
地
租

の
賃
推
が
前
の
所
有
者

に
轄
嫁
し
た
る
に
も
賛
し
き
こ
ご
に
な

b
(註
三
⊥C
、
或
は
土
地
其
も
の
に
負
塘
せ
し
め
ら
れ
た
ぜ」
も
見
ら

れ
、
或
は
消
却
し
羅
さ
れ
た
ε
も
見
ら
れ
、
少

く
ご
も
新
版
得
者
こ
し
て
は
負
燃

し
居
ら
す
ε
い
は
れ
得

る
。
或

は
極
端
な
人

に
な
る
ε
、
地
租
は
最
早
、
視
に

非
す
ε
さ
へ
も
考
ふ
る
(註
三
七
)。
併
し
此
新
版
得
者

ピ
て
も
兎
も
角
年

々
地
租
を
納
付
す
る
こ
ε
を
避
ぐ

る
を
得

鳳
か
ら
、
.
慾
に
際
限
な
き
彼
等
が
、
本
家
既
に
消
却

さ
れ
だ
筈
の
視
、
既
に
其
投
下
資
本
の
計
算
上
除

か
れ
た
筈

の
負
擢
を
も
、
更
ら

に
機
會
だ
に
あ
れ
ば
他
人
に
轄
嫁
し
や
う
ε
試
み
、
そ
し
て
其
目
的
の
達
せ
ら
る

、
場
合

に

35)

56♪

37♪
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～

は
、
此
等
の
所
有
盾
が
地
租

に
よ
り
て
眞
實
に
於
て
質
権
を
被
ら
な

い
の
み
で
な
く
、
む
し
ろ
之
を
利
用

し
て
不

'

當

利

得

さ

へ
得

る

の

だ

ε
.
い

ふ

べ
き

で

あ

る

。

此

の

場

合

の

存

し
得

る

こ

・し
を

見

逃

が

す

を

得

諏
。

此

問

題

に

は

其

他

説

く

べ

き

多

く

の

も

の

を

持

つ

か

ら

、

詳

し

く

は

再

び

矯

め

に

説

く

で

あ

ら

う

。
-

(註

三
四
)

ラ
ウ
ー1
之

ド
つ
き
、
土
地
有
税
の
採
用
後
初
め
て
藍
卸

す
ろ
人
が
全
書
損

失
態
被
り

、
之
右
費
却
ゼ
ざ
ろ
人
ば
少
く

ぐ、
も
其
財
産
の
償

格
及
信
用
の
減
少
し
太

る
々
見
ろ
ぐ㌧
い
ひ
、
ホ
ッ
〃
も
「
.此
が
軍

に
税
採
用
嘗
時
の
所
有
者
及
其
相
続

人
に
書
り
て
の
み
椀
で
め
っ
た
こ
爲
し

、

ロ
ビ

ン
ソ
ン
も

・
還
元
さ
れ
た
漉

の
†
分
な
ろ
費
櫓
ば
萱
手
に
締
す
べ
し
ご
い
ひ
、
グ
ル
ン
ソ
エ
ル
ば
、
地
租
ほ
常
時
の
所
有
者

の
損
害

に
於
て

朝

土
地
債
伍
の
減
少
に
表

ば
る
、
な
得

ご
爲
し
、

コ
ン
弓
i
ド
は
、
地
租
ば
現
在
の
所
有
者

に
附
着
t
止
ま

ろ
宣
撫
で
あ

ろ
ミ
馬
す
。

(註
三
五
)

ラ

ワ
に
、
貿
手
ぼ
税
な
負

に
さ
れ
ざ
る
こ
ご
」
な

る
ミ
爲
し
、
ホ
ツ
〃
も
、
課
税
さ
れ
た
土
地

の
各

の
新

し
き
取
得
者
は
、
之

為
其
頁

櫓
附
に
て
買
取
り
、
そ
し
て
此
負
推

な
偵
値
か
ら
滅
却
し
て
計
算
し
随
ふ
て
、
彼

・ト
ご
り
て
ば
税
が
説
た
み
べ
く
止
む

こ
い
ひ
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
み

税
が
買
値
申

に
算
入
さ
ろ
L
か
ら

、
彼

に
ピ
り
て
ば
眞
の
員
旛
た
示
さ
澱
ミ
い
ひ
、

コ
ン
ラ
ー
ド
も
、
假
令
直
ち
に
・㌧
い
ふ
に
に
非
す

ぜ」
も
、時

の

進
み
に
よ
り
腰

々
所
有
な
愛
更
し
た
後
に
、
農
業
者
が
購
入
倒
格

の
計
算

に
よ
り
て
税
な
免
ぜ
ら
れ
ろ
・
ξ

㌧
な

み
ご
い
ひ
、
チ
シ
ア
ー
ト
も
、

斯
く

し
て
新

取
得
看
11
事
實
上
全
く

税
な
挑

一・
重

い
ひ
・
・
ソ
ツ
も
・
新
政
得
者
ば
租
税
員
捨

炬
感
ぜ
ざ
ろ
こ
ミ

な

ろ
。
何

妥

札
ば
彼
が

租
税
義
務

め
ゐ
肋
瞠
の
爲
め
に
相
嘗

に
安
き
債
為
排
ふ
こ
ミ
㌦
な

る
か
ら
ξ
い
ひ
、
ス
タ

ン
プ
も
、
此
が
殆
ん
ご
常

に
現
在
の
持
主
に
ε
り
て
波

攻
ε
な
り

・
凡
べ
て
の
將
楽
の
所
有
者
が
員
携

か
ら
逃
れ
し
め
ら
れ
ろ
こ
ミ

、
な
る
ぐ」
篤
し
、
ダ
ル
ト

ン
も
-
此
土
地
な
ご
の
次
の
買
手

(課
税

以
後

の
)

に
に
何
等
の
員
撫

が
移
さ
れ
な

い
。

何
ぜ
ぐL
な
れ
ぼ
彼
等
に
税
の
支
沸
に

ゐ
べ
き
こ
こ
な
知

っ
て
買
入
れ
・
其
佛
に
ん

こ
す
る
債
格
炬

其
れ
だ
け
減
少
す
る
こ
ピ

㌧
な
う
か
ら
ε
な
す
。

ワ
グ
ナ
ー
も
亦
た
-
新
取
得
者
ぱ
最
早
過
重
費
搬
こ
な
ら
ね
。
何

ε
な
れ
ば
奨
購
買
及
相
綾

に

鋤

於
て
資
本
慣
値

の
新
調
整

が
生
す

る
か
ら
ミ

い
ふ
て
居

ろ
。

(註

一昌
六
)

コ
ン
ラ
ー
ド
は
夫

の
場
合
[・ト
先
行
者

(前
所
有
者
こ
へ
の
韓
家
が
生
ず
ろ
こ
ミ
、
な

み
定
い
ひ
.ー
グ
ル
ン
ソ
エ
ル
も
、
租
焼
物
膿

の
買
手

論

叢

地
租
の
韓
嫁

第

十
八
巻

(第

二
號

一
九
)

四

「
三
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論

叢

地
租
の
軸
嫁

第
+
入
谷

(第

二
號

二
Q
)

四

】
四

が
醗
の
資
本
偵
値
な
領
格
か
ら
控
除
し
、
之

に
よ
つ
て
貰
手
の
貢
搬
に
於
て
自
ら
稼
、捨
な
見
ろ
、
も

の
ぐ」
爲
す
。

(註
三
七
)

ス
タ

ン
プ
は
隔
二
十
年
許
前
に
、
財
産
の
特
段
な

ろ
種
類
の
も
の

へ
の
石
皿撫
が
問
題

こ
な

っ
た
ε
き
に
、
私
ば
成
歯高
官
者

が
其
意
見
ぐ」

端

し

て

・
地
租

に

最
早

全

く
税

で
な

い
ミ

い

ふ
こ

ミ
葎

謹

言

し
た

・
忌

を
記

臆

す

ご

い
ふ
て

居

ろ
。

結

論

以
上
要
之
、
地
租
の
如
く
比
較
的
韓
嫁
の
行
は
れ
諏
も
の
ご
見
ら
る
＼
も
の
で
も
、
術
且
.つ
少
く
ざ
も
現
代
の

交
通
経
済
の
下
に
、
轄
嫁
が
行
は
れ
、
爲
め
に
土
地
所
有
者

に
其
土
地
吸
盤

に
つ
き
課
税
せ
ん
ご
す

る
目
的
の
到

達
し
難
き
場
合
が
少
く
な

い
。
そ
し
て
其

の
轄
嫁
さ
れ
る
所
の
行
先
も
、
土
地
産
物
の
消
費
者

近
か
、
小
作
人
借

地
八
借
屋
人
ビ
い
ふ
如
き
其
土
地
ご
密
接
な
子
孫
に
あ
る
も
の
、
み
で
な
く
、

一
般
貨
物
の
消
費
者
や
、

一
般
螢

業
者
特

に
奢
侈
瞥
業
者
や
、
勢
働
者
や
、
更
ら
に
は
非
人
格
的
な
る
國
民
脛
濟
や
、
土
地
其
も
の
や

へ
移
さ
る

、

こ
ご
め
る
所

で
あ
る
。
此
程
視
縛
嫁

の
興
味

あ
る
こ
ε
は
之
に
よ
り
て
も
知
ら
る

、
が
、
同
特
に
其

れ
だ
け
公
正

課
税
原
則
の
適
合
ε
い
ふ
こ
ε
に
於
て
遺
憾
な
る
も
の

、
存
す
る
こ
ご
を
看
過
し
て
は
な
ら

膿
。
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